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「地域実践研修（Ⅱ）」始まる！

本年7月から9月にかけて、219の林業事業体から約260名が参加し実施された地域実践研修（Ⅰ）
に続き、11月6日より、中国・四国ブロックＡ、九州ブロックＢを皮切りに全国１２のモデル組合
で地域実践研修（Ⅱ）がスタートしました。

「地域実践研修（Ⅱ）」始まる！

ブロック名 モデル組合 開催場所 時 期

地域実践研修開催場所と時期研修の基本スケジュールは、初日に自ら作
成した施業提案書による取組状況を発表して
頂きます 提案の完成度に応じて 実践グ 北海道 上川北部 札幌市 12/ 4(木)－ 5(金)

東北A 釜石地方 盛岡市 11/10(月)－11(火)

東北B 雄勝広域 秋田市 11/17(月)－18(火)

関東 多野東部 前橋市 12/ 2(火)－ 3(水)

中部A 羽咋 金沢市 12/10(水)－11(木)

中部B 天竜 浜松市 11/26(水)－27(木)

頂きます。提案の完成度に応じて、実践グルー
プ、準備中グループに分かれて、これからの課
題の整理とその解決に向けてのグループ討議
を行います。

2日目にグループ討議の結果について発表

を行い、これからの課題等を共有して認識し、
提案型施業の着実な実施に向け、一歩一歩近

近畿 松阪飯南 津市 11/12(水)－13(木)

中国・四国A 三次地方 三次市 11/ 6(木)－ 7(金)

中国・四国B いしづち 西条市 11/20(木)－21(金)

中国・四国B 香美 高知市 12/18(木)－19(金)

九州A 上球磨 熊本市 11/20(木)－21(金)

九州B 南那珂 宮崎市 11/ 6(木)－ 7（金）

づくこととしています。 研修の様子（九州Bブロック）

「ステップアップ研修」終了！

２ ３回目の研修には 経営管理者も加わりまし
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北海道 ３ １ ２ １ ７

東北A ２ ２ １ ５

ステップアップ研修参加状況

本年9月から10月にかけて、38の林業事業体か
ら93名が参加し、日吉町森林組合（京都府）におい
て3回に分かれて実施されました。

グループ討議の様子 課題、解決策のとりまとめ

（単位：人）

２，３回目の研修には、経営管理者も加わりまし
た。事業体毎の演習等では、講師等が中に入るこ
とで、日頃経営管理者に言えないようなことも意見
等として出されました。このため、それをみんなで
整理することで、組織として提案型施業へ向かうベ
クトルが一致し、今後より一層、着実な施業の実施
が期待できる研修となりました。

東北A ２ ２ １ ５

東北B ２ ２ １ ５

関東 １ １ ２

中部A ６ ２ ４ ４ １６

中部B ３ １ ２ １ ７

近畿 ５ ５ ２ ２ １４

中国 四国A ６ ２ １ １３また、研修生からは、今後のフォローアップの 中国・四国A ６ ４ ２ １ １３

中国・四国B ３ ２ １ ３ ９

九州A １ １ ２

九州B ６ ２ ２ ３ １３

計 ３８ ２３ １６ １６ ９３

研修生へのアンケート集計（5点満点）

研修内容の充実度 ４．３点

研修運営・進行 ４．３点

要望等もあり、全
国部会として、可
能な限り対応し
ていくこととして
います。

研
修
の
様
子

将来の事業量や作業システムに
ついて事業体毎に討議

プランナーが作成したアクアション
プランを講師が個別指導

現場作業システムの説明 経営ビジョン・経営計画の考え方
について講義(経営者コース)



専科コース終了
速水林業、多野東部森林組合及び香美森林組合において、9月～10月にかけて実施され、総勢

55名の方が参加し、提案型施業を進めていく上で参考となる研修であったとの評価を頂きました。

森 組 事 県 計

専科コースの参加状況アンケートによる満足度の高かった研修項目として、
速水林業では低コストを考慮した挿し木苗の生産等を行 森林組

合系統
林業事
業体

県 計

速水林業 ９ ２ ２ １３

多野東部 ２０ － ３ ２３

香美 １８ － １ １９

計 ４７ ２ ６ ５５

速水林業では低コストを考慮した挿し木苗の生産等を行
う 「速水林業の経営」、多野東部森林組合では徹底した
コスト分析を実施している「完了現場のコスト分析」、香
美森林組合では団地内の高密路網を目指す「作業道の
考え方と実践」となっています。

今後、当研修で得られた知見を自らの現場に活かし
て提案型施業がより一層推進されることが期待されます。

研修生へのアンケート集計
（5点満点）

研修内容の充実度 ４．１点

研修運営・進行 ４．２点

地域ブロック国産材安定供給協議会等の開催について

国産材安定供給体制整備に係る地域ブロック協議会と森林組合関係ブロック説明会が全国７ブ
ロ クにおいて行われ まず初めに11月13日の九州ブロ クよりスタ トします

作業道について説明
（香美森林組合）

灌水チューブを活用した挿し
木苗の説明（速水林業）

選木や作業道について説明
（多野東部森林組合）

ロックにおいて行われ、 まず初めに11月13日の九州ブロックよりスタートします。

地域ブロック協議会では、原木の安定供給の取組状況や県
域を越えたブロック単位での原木安定供給体制構築について
の都道府県の考え方等について、各都道府県協議会からの
報告と意見交換を行います。
また、森林組合関係ブロック説明会では、林野庁及び全国

森林組合連合会から、施業集約化・供給情報集積事業等の

ブロック名 開催場所 時 期

北海道 北海道 １１月２１日（金）

東北 岩手県 １２月１５日（月）

関東 栃木県 １１月２７日（木）

地域ブロック協議会開催場所と時期

平成21年度概算要求や集約化を行う森林組合と素材生産を
行う民間事業体との連携についての説明と意見交換を行いま
す。
さらに、九州、中部、関東、東北ブロックでは、当協議会に引

き続き、より一層の原木の安定供給の拡大を目指して販売担
当者会議を翌日に開催します。

関東 栃木県 １１月２７日（木）

中部 石川県 １１月１８日（火）

近畿 京都府 １１月１７日（月）

中国・四国 愛媛県 １１月２６日（水）

九州 鹿児島県 １１月１３日（木）

今年度の事例発表会は、国立オリンピック記念青少
年総合センターにおいて、平成21年2月25日(水)に開
催予定です。

全国１２ブロックから ブロック代表の林業事業体より

第2回全国提案型施業事例発表会の開催について
秋田県森連作
ポスター

企画・発行：林野庁林政部経営課 提案型施業推進事務局 ℡：03-3501-3810/Fax:03-3502-1649

http://www.rinya.maff.go.jp/seisaku/sesakusyoukai/syuyakuka/newsletter.html
次回のニュースレターの発行は１2月中旬を予定しています。

昨年のポスターセッションの様子

全国１２ブロックから、ブロック代表の林業事業体より、
提案型施業への取組についての事例発表やポスター
セッションに参加して頂くこととしています。
関係者の皆様の積極的なご参加をお願いします。


